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研究成果の概要（和文）：月の満ち欠けに関する理解を深めるための ICT 環境を利用した教

育実践を開発し評価した．日豪の生徒が本研究に参加した．実践は，1)月を観察しインター

ネット上で記録を共有・比較する活動，2)電子掲示板上で月に関する課題を解決する活動，

3)グループで月の現象を説明する教具を制作する活動から構成される．分析の結果，実践後

に月の満ち欠けに関する知識調査の正解数が上昇することが確認された．アンケートおよび

インタビュー調査から，一連の活動を通して，生徒らが月に関する関心を高め，月の満ち欠

けについて，地球上から宇宙への視点移動を伴った理解ができるようになった様子が示され

た． 

 

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed, implemented and evaluated  

educational practices with the use of ICT environments to enhance students’ 

understanding about the moon phases. Students in Japan and Australia participated in 

this study. The practices consisted of the following three kinds of learning activities: 1) 

observing the moon, recording of the observation, and sharing & comparing the records 

via internet, 2) solving problems on the electrical bulletin board, 3) creating a teaching 

tool to explain the phenomenon of the moon as group work. Based on the result of 

analysis, it was confirmed that the number of these students’ correct answers of LPCI 

(Lunar Phases Concepts Inventory) increased after the practices. The analysis of 

responses to the questionnaire and the interview showed that these students became 

more interested in the moon, and that they were able to understand the moon with 

shifting the viewpoints from the earth to the cosmos through the whole learning 

activities. 
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１．研究開始当初の背景 

月についての理解は子どもたち（例えば，
Vosniadou and Brewer, 1994; 縣, 2005）だけで
なく，教師をめざす大学生（Atwood and 

Atwood, 1997; Suzuki, 2003）にも難しいと報
告されてきた．だが，研究代表者らの先行研
究から，月の観察記録についての継続的な会
話が大学生の理解を促す可能性のあること
が明らかになった（鈴木ほか, 2002a; 2002b; 
Suzuki, 2003; 鈴木ほか, 2006）．一方，月の観
察活動は月の満ち欠けの学習にとって「役に
立つ」と考えている大学生でも，数週間にわ
たる継続的な観察ならび記録について「めん
どうくさい」，「がんばり続けることがむずか
しい」等と事後調査で回答する者がいた（鈴
木ほか, 2006）．このような状況を乗り越え,
受講生による授業外での継続的な月の観察
を支援するために，「月観察支援システム」
を開発した（Suzuki et al., 2007; 2008）．
システムを組み込んだ実践研究から，システ
ムは概ね「使いやすい」「便利である」と評
価されていることがわかり，開発したシステ
ムは，月の継続的な観察記録において「めん
どうくさい」，「がんばり続けることがむずか
しい」という観察者のネガティブな態度を緩
和できた．「観察記録にもとづく協調学習」
をより活性化することが，特に月の満ち欠け
について理解レベルのより低い学習者の理
解を促す可能性のあることがわかり,「観察
記録にもとづく協調学習」をいかに活性化さ
せるかが今後の課題として残された. 
 観察記録にもとづいた協調学習を促すた
めに，地球上の多地域間での協調学習を支援
することをめざし，それに対応する改訂版
「月観察支援システム」の開発ならびにシス
テムを組み込んだ ICT 環境を開発し，実践研
究を展開することにした． 

 

２．研究の目的 

本研究では，以下のことをめざした．1）
改訂「月観察支援システム」の開発ならびに
当システムを組み込んだ ICT環境の開発とユ
ーザビリティの検証，2）開発した ICT 環境
を活用した多地域間実践の開発と評価，3）
形成的評価も含めた実践研究の結果をもと
に，多地域での月観察記録にもとづく協調学
習実践のデザイン要件の検討． 

 

３．研究の方法 

研究代表者と研究分担者，ならびに海外共
同研究者である豪 Deakin University の Prof. 

Russell Tytler ほかが協力し，研究を遂行した． 

平成 21 年度：改訂「月観察支援システム」
の開発ならびに当システムを組み込んだ実
践を実現するための ICT 環境を開発し，ユー
ザビリティを評価した． 

平成 22 年度：開発した ICT 環境を活用し

た多地域間実践の開発し実施し形成的に評
価した． 

平成 23 年度：形成的評価も含めて実践を
改訂し，実施し，評価した．以上のことをも
とに，多地域での月観察記録にもとづく協調
学習実践のデザイン要件を検討した． 
 並行し，科学教育領域，教育工学領域，高
等教育領域の関連研究を展開した．  
 
４．研究成果 
多地域での月観察記録にもとづく協調学

習実践は，1）月を観察しインターネット上
で記録を共有・比較する活動，2）電子掲示
板上で月に関する課題を解決する活動，3）
グループで月の現象を説明する教具を制作
する活動から構成されるよう，デザインされ
た．実践研究の結果，実践後に月の満ち欠け
に関する参加者の知識調査の正解数が上昇
することが確認された．アンケートおよびイ
ンタビュー調査から，一連の活動を通して，
参加者が月に関する関心を高め，月の満ち欠
けについて，地球上から宇宙への視点移動を
伴った理解ができるようになった様子が示
された．（学会誌への投稿作業中である）． 

 

以下に示すのは研究成果の一部である． 

 

「日豪の中学生が参加した実践研究」より 

 

・知識調査（全問 20 問）の正答数は表に示
すように，日豪共に上昇した． 

表 LPCI 正答数の平均（個） 

 Pre 調査 Post 調査 
日 13.1 (SD=2.5) 14.3 (SD=3.5) 
豪 9.6 (SD=2.1) 16.4 (SD=2.3) 

 

・「外国の中学生と交流することは月を学習
する上で効果がありましたか」という趣旨の
項目への評価（多岐選択 最大値 4）の平均は
日本が 3.4（SD=0.7），豪が 3.2（SD=0.8）と
なり，参加者が肯定的にとらえていることが
わかった． 
 

・教具制作活動は月の概念の理解を促すこ
とが確認された（図を参照）． 

図 制作された教具例 



並行し，科学教育領域，教育工学領域，高
等教育領域の関連研究の成果を発表した． 
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